
を
ま
じ
え
て
中
太
鼓
を
打
ち
め
ぐ
る
。

ｏ
岩
見
重
太
郎
（芸
物
）

妖
怪
変
化
の
地
舞
に
つ
づ
き
岩
見
重
太
郎
と

の
立
回
り
が
あ
り
、
妖
怪
変
化
（仙
人
姿
）
が
退
散
し
、
か
わ
っ
て
ヒ

ヒ
（猿
）が
登
場
し
再
び
立
回
り
の
あ
と
重
太
郎
の
追
い
込
み
で
終
る
。

ｏ
盛
衰
記
「上

・
下
」
（太
鼓
曲
）

「鉄
輪
」
と
同
じ
構
成
で
二
人
ず

つ
組

み
、
自

ハ
リ
太
鼓
を
表
裏
に
な

っ
て
相
打
ち
す
る
リ
ズ
ム
の
変
化
に

富
ん
だ
曲
。

ｏ
羽
　
衣
「上

・
下
」
（太
鼓
早
打
）

自
ハ
リ
太
鼓
が
客
席
に
向
っ
て
並
び

表
裏
に
な
っ
て
演
じ
る
テ
ン
ポ
の
最
も
早
い
曲
で
、
交
互
に
打
ち
分
け

る
ブ
チ
さ
ば
き
が
見
ど
こ
ろ
。
羽
衣
伝
説
を
表
わ
し
た
も
の
と
伝
え
る
。

ｏ
獅
子
太
鼓
（太
鼓
斗
打
）

中
太
鼓
四
人
が
太
鼓
の
打
合

い
を
み
せ
、

終
る
と
大
太
鼓
が
入

っ
て
獅
子
を
呼
び
出
す
。

ｏ
和
唐
内
（芸
物
）

和
唐
内
が
兵
や
獅
子
と
立
回
り
の
末
、
そ
れ
ら
を

屈
服
さ
せ
引
き
連
れ
て
都
に
帰
る
さ
ま
を
演
じ
る
。

ｏ
獅
子
舞
（曲
芸
）

大
太
鼓
の
は
や
し
で
登
場
し
、
後
足
立
、
前
足
立
、

獅
子
返
り
、
肩
立
ち
、
孔
雀
な
ど
の
曲
技
や
、
ノ
ミ
ト
リ
な
ど
の
所

作
が
あ
り
、
碁
盤
乗
り
も
演
じ
ら
れ
る
。

ｏ
獅
子
と
土
蜘
蛛
（闘
争
芸
物
）

獅
子
が
寝
入
る
と
土
蜘
蛛
が
現
わ
れ

て
獅
子
に
た
わ
む
れ
、
や
が
て
闘
争
と
な
リ
ク
モ
の
巣
を
豪
勢
に
撒

く
と
こ
ろ
で
最
高
潮
を
迎
え
、
獅
子
が
つ
い
に
敗
れ
て
終
り
と
な
る
。

○
回
向
唄
（念
仏
曲
）

結
願
の
念
仏
曲
で
鉦
太
鼓
を
打

っ
て
納
め
る
。

こ
の
曲
は
Ｌ
演
の
都
合
上
、
獅
子
太
鼓
の
前
に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が

多

い
。

，
　

　

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

０
　
　
　
」
●

吉

祥

院

六

r ▲~~ヽ
コF~

京

● L

「特
別
曲
」

ｏ
焼
香
太
鼓
　
六
斎
念
仏
中
唯

一
の
儀
式
形
態
を
残
す
も
の
で
、
古
式

の
装
束

（直
垂
、
風
折
鳥
帽
子
）
を
着
用
し
金
、
銀
太
鼓
を
用
い
て

演
じ
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
別
の
場
合
の
ほ
か
常
に
は
上
演
し
ま
せ
ん
。

そ
の
主
な
も
の
で
は
、
慶
応
三
年
孝
明
天
皇
、
明
治
三
十
年
英
照
皇

太
后
、
昭
和
二
十
六
年
貞
明
皇
后
の
御
焼
香
式
に
夫
々
奉
仕
出
演
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
六
斎
物
故
会
員
の
供
養
に
勤
め
る
こ
と
が
あ
り
、

念
仏
と
し
て
の
形
態
を
し
っ
か
り
伝
承
し
て
い
ま
す
。

主
要
年
中
行
事

春
季
大
祭
奉
納
（四
月
二
十
五
日
）

夏
季
大
祭
奉
納
（八
月
二
十
五
日
）

吉

祥

院

天

満

宮

〒鰤Ｔ・出．一一［̈一輌一師一毒一一一一叶一鵡̈一り一脚一『里二

電
　
話
〇
七
五
（六
九

一
）五
三
〇
三
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
七
五
（六
九

一
）三
二
〇
五
番

市
バ
ス
吉
祥
院
天
満
宮
前
下
車
西
入

西
大
路
九
条
下
車
南
六
〇
〇
米

千
本
十
条
下
車
西
六
〇
〇
米

Ｊ

　

Ｒ
西
大
路
駅
下
車
南

へ

一
、○
○
○
米

九条通

十条駅

近

鉄

国
道

一
ｔ

一
号
線

Ｎ
Ｉ

ハ
■

至久世橋

■ .
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沿
　
　
　
革

六
斎
と
は
六
斎
念
仏
踊
の
略
称
で
、
昔
仏
教
徒
が
斎
戒
奉
仕
し
た
八
、

十
四
、
十
五
、
二
十
二
、
二
十
九
、
晦
日
の
六
斎
日
に
行

っ
た
宗
教
行

事
か
ら
起
り
、
約
千
年
前
に
空
也
上
人
が
民
衆
教
化
の
た
め
京
洛
の
街

頭
に
立

っ
て
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
な
ら
し
読
経
念
仏
を
唱
え
て
廻

っ
た
こ

と
か
ら
始
ま

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
僧
俗
混
清

し
、
後
に
俗
人
の
み
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
共
に
段
々
陽
気
な
も
の
に
変
り
、
次
に
農
村
娯
楽
と
し
て
ェ
夫
加
味

充
実
さ
れ
、
青
年
に
よ

っ
て
受
継
が
れ
て
現
在
の
六
斎
に
ま
で
発
展
し

た
も
の
で
、
芸
能
色
豊
か
な
空
也
堂
系
と
地
味
な
千
菜
寺
系
と
が
あ
り

ま
す
。

過
去
京
都
市
周
辺
農
村
各
地
で
多
数
の
組
が
組
織
さ
れ
、
江
戸
末
期

に
は
四
十
組
近
く
を
数
え
ま
し
た
が
其
後
時
勢
の
推
移
と
共
に
都
市
化

し
、
生
活
や
趣
味
娯
楽
も
変
り
、
為
に
次
々
と
消
滅
し
、
遂
に
現
在
数

組
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

二
、
吉
祥
院
の
六
斎

吉
祥
院
地
域
で
は
盛
況
時
各
村
毎
に
組
を
持
ち
、
爾
後
減

っ
た
と
は

い
え
昭
和
四
十
年
頃
迄
は
五
組
を
保
存
し
て
居
り
、
歴
史
古
く
、
技
勝

祭
囃
等
か
ら
採
り
入
れ
た
も
の
多
く
、
大
別
し
て
笛
、
鉦
音
を
伴
奏
に

太
鼓
の
曲
打
、
早
打
、
踊
打
を
主
と
す
太
鼓
曲
と
笛
鉦
太
鼓
の
囃
で
行

な
う
芸
物
と
が
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
獅
子
舞
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

上
演
中
は
殆
ん
ど
無
声
で
、
古
来
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
唄
や
詩
或
は

拍
子
を
口
ず
さ
ん
で
演
じ
ま
す
が
、太
鼓
曲
で
は
そ
の
打
法
に
よ
り
一人
、

二
人
、
数
人
の
対
話
を
表
現
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
保
存
全
曲
目
（十

八
種
）
上
演
に
は
概
ね

一
時
間
半
乃
至
二
時
間
を
要
し
発
願
か
ら
始
め

て
回
向
唄
で
終
り
ま
す
。

練
習
は
組
員
の
希
望
と
才
能
に
応
じ
、
笛
、
鉦
、
太
鼓
、
獅
子
、
其

他
諸
芸
物
を
分
担
し
夫
々
専
門
的
に
行
な
い
ま
す
が
、
楽
譜
が
無
い
た

め
独
習
し
難
く
、
先
輩
よ
り
直
接
指
導
を
受
け
反
復
し
て
会
得
す
る
ほ

か
な
く
、
中
で
も
笛
の
継
承
に
は
困
難
を
き
わ
め
て
い
ま
す
。

四
、
吉
祥
院
六
斎
（菅
原
町
組
）
の
保
持
曲
目

「普
通
曲
」

ｏ
発
　
願
（念
仏
曲
）

鉦
方
の

一
人
が
導
師
と
な

っ
て
鉦

の
拍
子

で

「発
願
文
」
を
唱
え
、
終
る
と
念
仏
と
な
り
称
名
に
合
せ
て
鉦
と
白

ハ
リ
太
鼓

（豆
太
鼓
）
が
拍
子
を
打
つ
。

○
つ
つ
て
（太
鼓
曲
）

左
右
に
分
れ
た
白
ハ
リ
太
鼓
方
が
隣
同
志
二
人

一
組
に
な

っ
て
笛
、
鉦
の
は
や
し
で
踊
曲
打
を
み
せ
、
祇
園
祭
の
月

鉾
の
は
や
し
を
と
り
入
れ
た
と
伝
え
、
緩
急
の
変
化
が
見
事
な
曲
で

あ

る

。

れ
組
数
も
多
い
こ
と
か
ら
古
今
を
通
じ
中
心
地
と
自
他
共
に
許
し
、
昭

和
二
十
八
年
代
表
し
て
国
か
ら
無
形
文
化
財
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
八
年
に
は
法
改
正
に
伴
な
い
、
あ
ら
た
め
て
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
菅
原
町
六
斎
組
の
み
保
存
継
続
し
て
居
り
、
組
員
は
以
前
十

五
歳
か
ら
三
十
歳
迄
の
青
年
で
組
織
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
に
至
り

後
継
者
事
情
か
ら
年
齢
の
制
限
を
除
々
に
解
い
て
、
必
要
人
数
三
十
余

名
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
年
七
、
八
月
に
な
れ
ば
全
員
揃

っ
て
練
習
し
、
社
寺
へ
の
奉
納
、

祖
先
へ
の
回
向
等
に
演
ず
る
ほ
か
、
出
張
上
演
も
し
て
お
り
ま
す
。
八

月
二
十
五
日
の
氏
神
吉
祥
院
天
満
宮
夏
祭
当
日
に
奉
納
す
る
こ
と
が
、

昔
か
ら
最
大
年
中
行
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
奉
納
六
斎
大
会
は
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
、
地
元
は
勿
論
京

洛
に
存
す
る
六
斎
組
の
多
く
が
参
加
し
、
技
を
競
っ
た
の
で
、
今
も
桧
舞

台
と
し
て
知
ら
れ
、
京
都
の
夏
の
有
名
行
事
の

一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

三
、
六
斎

の
様
式

組
員
は
揃
の
浴
衣
を
着
用
し
、
笛
、
鉦
、
太
鼓

（大
、
中
、
豆
）
等

を
用
い
曲
日
に
応
じ
数
人
宛
が
夫
々
分
担
し
て
演
じ
、
又
特
殊
な
芸
に

は
特
別
の
衣
裳
と
道
具
を
使
い
ま
す
。
曲
日
に
は
謡
曲
、能
楽
、歌
舞
伎
、

ｏ
朝
　
野
（
太
鼓
曲
）

中
央
に
大
太
鼓
、
そ
の
左
右
に
自

ハ
リ
太
鼓
が

並
び
、
大
太
鼓
が
主
奏
し
ｒｌ
ハ
リ
が
そ
れ
を
は
や
す
曲
。

○
鉄
　
輪
（
太
鼓
曲
）

白

ハ
リ
太
鼓
が
左
右
に
分
か
れ
、
隣
り
同
志
が

向
き
合

い
二
人

一
組
と
な

っ
て
自

ハ
リ
を
振
り
回
し
な
が
ら
表
裏
に

打
ち
分
け
る
。

〇
四
ツ
太
鼓
（太
鼓
曲
打
）

中
太
鼓
四
個
を
枠
に
は
め
て
中
央
に
据
え
、

太
鼓
打
が

一
人
或
は
二
人
で
四
ツ
の
大
鼓
を
軽
妙
に
打
ち
わ
け
、　
一

本
ブ
チ
（拝
）
と
二
本
ブ
チ
と
が
あ
る
。

ｏ
安
達
ヶ
原
（
二
人
手
踊
）

安
達
ヶ
原
の
鬼
女
の
家
に
宿
泊
し
た
僧
が

禁
じ
ら
れ
た
部
屋
を
覗

い
て
害
さ
れ
よ
う
と
し
、
危
う
く
難
を
の
が

れ
る
光
景
を
手
踊
で
み
せ
る
。

○
王
　
川
「
上

。
下
」
（太
鼓
曲
）

演
者
の
構
成
が

「
鉄
輪
」
と
同
じ
で
、

笛
の
変
化
が
著
し
く
白
ブ
チ
の
大
鼓
の
表
打
と
裏
打
の
掛
け
合

い
が

変
化
に
富
む
。

○
さ
ら
し
（
太
鼓
曲
）

「鉄
輪
」
と
同
じ
構
成
で
、
隣
り
合
う
者
が
二
人

一
組
と
な
り
表
裏
の
掛
け
合

い
を
す
る
。
曲
の
は
じ
め
に

一
人
打
の

と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
大
文
字
（太
鼓
曲
動
作
打
）

大
太
鼓
を
中
に
中
太
鼓
が
左
右
に
分
か

れ
て
対
向
し
そ
の
位
置
で

一
打
ち
し
た
あ
と
、
大
太
鼓
を
中
心
に
し

て
円
陣
に
な
り
右
ま
わ
り
に
廻
り
な
が
ら
芸
打
ち
す
る
。

ｏ
祇
園
囃
子
（太
鼓
踊
打
）

祇
園
祭
の
囃
子
に
よ

っ
て
中
太
鼓
が
踊
打

ち
を
演
じ
、
は
じ
め

・
な
か

・
上
げ
の
三
段
か
ら
な
る
。
鉦
と
笛
が

に
ぎ
や
か
に
囃
す
の
に
合
せ
て
対
向
す
／
／　
人
が

い
ろ
い
ろ
な
所
作

_L▲ ろ
ハ く

さ
い
茎
刻
　
（略
　
記
）


